
講 師

対 象

〆 切

お申し込み・お問い合わせ

第２回 第３回 第４回第１回

会 場

区長、自治会役員、

自治会をよくしたいと思っている方

どなたでもOK

「どんな奨励金があれば、自治会は続けやすくなるのか。」

「本当に役立つ支援とは何か。」　一緒に考えてみませんか？

6月29日（月） 7月13日（月） 8月4日（火） 8月25日（火）
19：00〜20：45 19：00〜20：45 19：00〜20：45 19：00〜20：45

ワークショップ

自治会研修

　 み ん な で 考 え よ う ！ “ 地 域 が 育 つ ” 自 治 会 奨 励 金 の 使 い 方

TEL.0776-50-3017

mail.machizukuri@city.fukui-sakai.lg.jp

申
し
込
み
は

こ
ち
ら坂井市役所 市民協働課

支援制度が今の実情に

合っていない気がする

区長や役員の

負担が大きい

今の活動を

この先も続けられるか不安

アルマス・バイオコスモス研究所

代表　水上　聡子氏

坂井市役所１階　交流ホール

６月１０日（水）

・あったら助かる支援や制度を考える

・住民の心を引き出す「住民アンケート」の設計

・自治会問題を解決する「自治会奨励金」のメニューを考える

内容

※昨年度まで実施していた発表会は行いません

R9年度の制度化を見据え、地域が育つために役立つ

住民アンケートを通して見えてくる本音を共有しながら

本研修では、自治会の現状や運営の中で感じる「動きづらさ」を整理し、

「自治会奨励金」の考え方や使い方を参加者みんなで一緒に考えていきます

「今後、自治会として力を入れていきたいこと」

　　という質問で、特に多く挙げられたのが次の項目です。

集落カルテ調査（限界集落・準限界集落／三国町）より

・区の行事運営（祭り・運動会など）

・担い手の確保

・施設の維持・管理（集会施設・ごみステーションなど）

・住民からの要望の取りまとめ

人も時間も限られる中で、いつまで今のやり方で続けられるでしょうか。

持続可能な地域社会を次世代に受け渡していくために


